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■ 日本 に産 す る動 物研 究 の 紹介
「

債飜囑受Pp）

　　　　　　　　　　　　　　　岸　　 田　　 久　　 吉

　▲ 口本 産弾物 の 研 筅譲著 及 匿本産動物 の 研 究 に 直接 必 要 な論著 は爭類 で も簟驗 で も何 で も本欄で紹介

致 し ます 。 故 に 前 記 の 性質の 論文 を發表ぜ られ た芳は 其雜誌 な り、書名 な 凱 御知 らゼ 下 さ る か 、別瑚

な 御寄贈 下 さ る か 、又 は 本欄 の 樣式 に 依 つ て 抄 録 な 作 つ て 寄 f て 下 さ る 檬 に お 願 申ます o 但 し宛餐は 取

扱 の 便 利 上 、 岸 田 個 人宛 に し て 頂 き た い と思 ひ ます o

　▲ お 斷 り　1．目奉文 で 出 され た も の は 多 ζは 論著 の 題 目tごけ位 に 止 め ま す。
2・抄録原縞整 理 の 都 合

で 、（41tV・566） は 大 正 14 年中 に 活字 に な ろ筈の が 、少 々お くれ て 15 年度伽 ζ載 ります 。 抄録な 寄 ぜ

られ た 方 と 羯載 を 督促 され た 方 に 特 tc 此 後 項を 寄 ti ます D

　（44  ） 岡 島 銀 吹
一

大 正 11年 5 月 5 日一
舉る 可 き甘 蔗 の 一 新害蟲 に 就

て 一 農學 會
’
報 No ．236

， 1）p．363−371．　　　
』
　　　　　　　　　　 ．

　鹿 兒 島騨 産 種 子 ケ 島 S タ ウ キ ビ の 害蟲 で 米國産 チ ン チ パ ジ グ に 似 だ もの を兎記 の 如 く新種 と し詳緬 に

記 載 した 上、同屬 の 既知種 と比較 を出 して あ る 。 街 ほ 附録 と し て 千 ン チ b
’
　）
・グ の 生 活 史 及 訪除法 な も記

して あ る o

　 ヱ壷恕5耐 ．9fLeeharivorus 　11．　sp ．　カ y シ ョ ノ ク ロ ナ ガ カ
“
イ タ o

　　此 和名 の カ ソ シ ョ は カ ソ S
．
ヤ の 誤 で あ ら う 。

カ ン シ 3 で は サ ツ マ イ モ に な つ て 了ふ サ タ ウ キ ビは カ y

　　 シ ャ で あ ら ね ば な ら距 o　　　　　　　　　　　　　 の

　（441） 門 前 弘 多一 大 正 12 年 10 月一 ケ ヤ キ フ シ ア プ ラ ム シ の 形 態及生

態 に 就 て 一 盛 岡高農…同窓會學 術 藁 報 第
一 卷 2　plS，（別 刷 ）

　著 者 は ケ ヤ キ の 葉 の 表 に 春袋歌 の ftた ま を生 ず る 7 　 ・；　
一
・ キ 1teし ら一・1之 tle　Tet’tanei ，t7’a 伽 嘛 ・kaensis　n ・

sp ．と 命 名 し其 の 諸 型 の 個 蟲 な 記載 し た 上 大 正 64 ドか ら ユ0 隼初夏 に 至 る ま でか つ
再知 り得た 所 の 生

活環 の 大略も報告 して 藩 ら 札 る が 口本 カ ア 1； マ キ 研究報告 中最 も價 値あ る 』の であ ら う。
・

　（442） 岸 田 久 吉一 大 正 13 年 3 月 31 日一 朝鮮牢 島産 の 狐
一

署 者 自刊

（東京 ）

　朝 群 の 狐 な カ ウ ラ イ キ ソ ネ ））　lelpes　peeut．iovas　n ．　sp ．と 薪稱 して 其 記 載な 示 し、近似種 との 識別點奄

も虜示 し た もの で あ る e

　（443 ） 山 階 芳 慶一 大 正 13 年 4 月一 靜 岡縣 東部 産 鳥類一 鳥 vol ：4
♪

Nos．16！17．
　 　 　 　 ’

　 （444） 黒 田 長 禮一 同一 京大 所 藏 鳥類 標 本 目録

　 （445 ）澤 原 一
ニ

ー 同一 木 曾 の 佛 法 儷 に 就 て

　 （446 ）籾 山 徳 太 郎
一 同一 入 丈 島鳥類 目録

’
・

　（447） 久 保 田知 俊一
同

一 シ ラ サギ と ゴ ヰサ ギ の 雜 種 生す

　 （448） 中 尾 春 雄
一 一

同 一 二 三 鳥類 の 習 性

　 （449）熊 谷 三 郎一 同
一 一 宮城 縣 の 鳥 の 渡 b な ど

　 （450）黒 田 長 禮一一 大 正 ユ3．
年 1  月

一 一 稀 な る カ ン ム リ 甥ク シ ガ モ の 第三

標 本 に 就 て一 鳥 vol ．4
，
No ．ユ8．

’
　　

tt ’tttt
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’
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　 （451） 蜂 須 賀正 氏一 同一
ネ ズ ミ ガ ン は 本邦 に 産 せ す 　． ．

　（452）松 李 頼 孝一
同一 相模灣 に 於 け る 各種 ミ ヅ ナ ギ ド PID 去來 及 習性

に 就 て

　 （453） 黒 田 長 禮一 同一 日本産 ガ ン 類 に 就 て

　 （454）齋藤源 三 郎一 同一
千葉 縣 上 野 村 の 鳥

　
．
（455）脇 山 三 彌一 同一 和漢飛 禽名鑑

　く456 ）、松 李 頼 孝
一 同 一

ヒ レ ァ
・y シ ギ 類 の 習性

　（457）籾 山徳太郎一 雌鳥 に 雄朋 の 生 じた 二 例

　（458） 黒 田 長 禮
一

同一 日本産鳥類 の 新 和 名 及 學名 訂 正

　 （459）農 商務省 に て 鳥 の 渡 り調 査 を開始 す

　（460 ） 岸 田 久 吉一 大 主 13 年 10 月 3E 一 哺乳動物 圖廨一 農商務省 農

務 局發 行 日本鳥學會發 賈 郵税共 ￥ 1．72

　 口 本産哺乳 動 物 の 通 覽 に 便 利 な もの と し て は 前 に 秋 山蓮三 氏 の 哺乳動物及 内膳 通 勤物誌 が あ り後 に

青木文一
郎氏（1913）及朝鮮博物學會の 目録 （1922，が あ つ た けれ 共更 に 新 し い もの 、設 明 の 精 しい もの を

要 求 され て ntた と 見 る事 が 出來 る 。 編著者 P濃 務局 發行の 本書 に 於 て 先 づ 其要求 の 或部分 を 充 た さ う と

企 て た の で あ る o

　揚載 さ れ た もの は 11 目 37 科 92 屬 259 種類 （種 及 亜 種）で 聾に 數個 の 變種が あ る が ．今 目周 に 數 へ 立

て る と次表 の 通 り で あ る o

●

種

「

一

3

一

一

［

「

「

「

一

「

一

變ー種亜及

26774825923

”…
一

一

11

種1
ー　．．．・　
1　・．　亅　　　」，
1　1「
F　　
I　．．
−

ー
il
　．　　．　　　」III
．

一

屬

61815122

リゥ嗣
．
。

−

「

11

！科ー

27618731

　一

11

名

目

目

目

目

目

冒

目

目

口

目

目

蟲

齒

手

長

肉

　

　
蹄

蹄

鼻

牛

節

目

食

齧

翼

靈

食

鯨

偶

奇

長

海

常

樹 ほ 此書に 漏れ た種 類は 2 科 5 屬位 あ る 。

本書に 於 て 薪種類 と して 記 載 され た もの は弐の 通 りで あ る

εα
・e．1 こ

’laphαenodo 〜1　yesoe71sis．

］f2tS　u’agneri 　var ，　alin‘z｛エ．

TTu　ll）eb’　a ）iadyr 召ns ‘s　se乃rencki ，

τ二　α．splen（ii〔tissiMl4S．

伽 u8 ”〜（dsL切 loto 乱

工 冫尸ナ ホ トカ
“
リ ネ フごミ 　4匕海道

ナ 　 ン 　キ　 ネ ズ 　 ミ
’

東京

キ　 タ 　 キ 　 ソ 　 ネ 　樺太 及 北海道

チ シ マ キ ツ ネ 千 島

エ 　ソ 　ア 　カ 　シ 　 ヤ 　東北及北海道

（461 ） 小 山 準 ニ ー 大 正 13 年 12月一
人 の 染 色體研 究の 現 況 ＿ 九 州帝 ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ノ

大 農 學 部學藝雜 誌 vo1 ．・1・−Ko ・1・pp ・3S護 2・

　（462）大 島 　 廣
一 大 正 14 年 2 月 一 一

海鼠類 の 卵 の 成 熟 及 受 精 に 就 て

　　 同前 No ．2
，
　P診．70−100

，
1PL

　（463） OHsHIMA
，
　H ．一 一 Pri　la　Matur嬉o　k 昌j　fekundigo　6e　Ia　Ovo　de　PMarku −

kuユn （’j．一 一 同前 pp．101
，
102．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　 前記報 交 の レ ズ メ で ある

　（464） 肱 黒 友 註一 大 正 14 年 1 月 17 日
一 は ら あ か ま ひ ま ひ の 調査一

詠 業 試驗報 告 No ．　25
，
　PP．85− 104

，
2pls ．

　 ド ク ff科 の ハ ラ ア カ マ ヒ マ ヒ Lymaiztria．fismlda　Bi肌 ER と武 ふ モ ミ の 害蟲 の 發育習性天 敵に 關 す る 研

i究で あ る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　（465 ） 千賀 崎義 香一 一 大 正 13 年 12 月一 蠶 兒 に 於 け る 敗 血 症 の 實 驗 的研 究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

一
蠶業試驗 場報告 voL 　6

，
　No ．9．　PP．349−409．

　（466） 渡 邊 勘 i爽一 同前一 家蠶 の 化 性 に 關 す る 砺 究一 同 前 PP・411−

455．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　 ．

　〔467） 原 田 定 i爽一 大 正 14年一 一 人廉中 に 現 は れ た る ダ ニ の
一 實驗 例一

中 外醫 事 新 報 No ，1086
，
8．pp ．

，
3 蕋gs．．

　 氏 名 な 發表す る を偉 か る べ き 鉐 歳 の 男 子 の 尿 及 陰毛 部か ら得 た Tarsoncmus　lc−tiss’i？nus 　KlsmD ．y に

近似す る所 の 多分次 の 如 く薮霧 す ろ な 要 す る ♀ ホ コ リ＃ ＝＝ の 記載及診噺考按で あ る。

’
1’arso ・temus 　（｛Oin，， s　KisHiD ．s　et　HABAD −s、　1925 ，

1ユ・　 sp ・

　（468） 石 山 善 毒一 大 正 14 年一 ト ビ イ ロ ゾ ウ ム シ に 關す る 研 究一 農
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 疊

業 世 界 vel ．20
，
　No ．5，4　figs．

　ナ ン キ ン マ メ 、
グ ・’f ヅ 、

ア ヅ キ 、 サ ッ マ 其他 藤果類 に 加 害 す る ト ピ ゾ ウ At

蕊 曜 旗 囎 盛｝ぞ跏 廨 ね ROELOFFS と云 ふ 甲蟲 の 千葉 緜 内に 於 け る 發 育習 性 の 觀 察か

ち防除 に 及 ん だ 論 交 で あ る
。

　（469 ） 川 村 麟 也
一 大 正 14年 1 月 20 日一 恙蟲病 の 研 究一 一 東 京 南江 堂

書 店發 行 　定價 ￥ 5．    ．

　 本 文 3DS頁 附圖 25救 表・7枚 圖解 8 頁 文献表 ユ3 頁

　 本書は著者及其 の 指導葎 受 け た 醫學者 の ］2 年 に 亘 る恙蟲病研 究 成綾な甥羅 し て 一奉 と し、以 て 夲病

の 總話的 記 録 と し た もD で 、本丈 は 第一編臨床的方 面 、第 二 編病 理解剖學的方面 、第 三 編動物 に 鷙け る

恙蟲病 ．第四 編病原 的方面、第五 編勳物學的方 面 、第六 編豫防法 から出來 て 居 1）今日 ま で の 恙蟲病 闘係

の 成綾 は 精疎 は あ る と は 蓉 へ 殕 ど舉げ ら払て 居 る 様 に 見 え る。 掴 も盖蟲は 181毫）年橋本 伯壽 氏 IBI9年 大

一Ut玄 紙 が 夫 噺 潟 及 細 地旅 於て 砧 究 し た の 滉 と で學界 蜘 ら転 前 者は ツ ソ ガ 、後者は ケ ダ ニ

の 名 を以 て 共 の 巾介動雋及 病氣を 呼 ん だ も の て あ つ た が 1878PALM 氏 は シ マ ム シ 病 と 爵 ひ 又 B．XELz

氏 は 洪 水熱 と 呼 ん で居 る 、其 の 後 田 中
’
敬助博 士 の 有名 な 磽究が 出 て 洪水熱と か恙忠病 とか．の 名 が 一般 に

一知ら れ る樣 に なつ た 。 文献 の 公表 され た もの だけ で も 3DO偏 に 上 っ て 居 る o 本書 に 附 け られ た 丈献表 は

殆 ど完全 な もの で、此 の 編成 だ け で も著者 の 勞は多 とす べ きもの で あ るが o 卑近 な 次 の もの さへ脱漏 し

ヤ 居 る の は 遺憾散再版 の 書に 補つ て 頂 きた い o　　 ・　
’・
　　　

・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe ・
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　池 田 作次 郎
一一lm治 26 年 10 月 15 ロー一越後信tt川 の 〃 ガ ム シ 蹴 て 一 本 誌 ・・1．5，

　N ・，風 PPこ

3ア4−377．

宮離 之 助一一・」j治 43年 2 月 15 ロー一
見 へ 碼 覘 へ 雌 一一

木誌 ・・1．　22
，

　A
−
・．Z56，、PP．、ec−−73，

、P且．
3

，
fig、与．

　本 書 の 第五 編は 特 に 中介 動物 ケ ダ ニ （所 謂 ア カ ム シ ）の 調査 で 宮島 、 奧村 、 田

中 、 長 與諸大 家 の 研 究 で 大 膣 の 見當 の つ い た 所 を總括 さ れ て 居 り、 今後 吾 人 の

研 究 に 重 寶 な參考費料 と な る 所 で あ る 。 此 蟲 の 研究 中 に 本 邦産 ThrOmbidjidae

及 EryLhraeiidae の 種類及 生 活 史 の 閘明 さ れ た の は 醫 學者 に と つ て は汪 餘 曲 折

却 々 口 ざ す 敵 の 正 體 が 見 つ け られ な い で お 氣 の 毒 で あ つ た 次第乍 ら
、 動 物學者

に と つ て は も つ け の 仕合せ と あ つ た と 云 は ね ぽ な らぬ
。 本 邦産 ケ グ ニ 科 に 就 て

は 他 日大 に 論 じた い と 思 ふ か ら特 に 本 書 の 出現 を紹 介 し 、 本問題 に 關 す る最 良

書 た る こ と を報 告 して 置 き た い
。

　（170 ） 金 子 愼 吉一 一
大 正 14 年 2 月 25 日一

右 心 室 内血壓 に 劉 す る 種 々 の

操 作 及 藥物 の 影響 に 就 て 一 一 東 京醫學會雜 誌 x
’
ol．　35

，
　No．2

，
　pp．231−308

，
2pls ．

　（4
’7　1） 波 多 野重英一

同上一 筋 核 の 變化 に 關 す る 知 見 補 逡
一

同 上 pp．

309− 320
，
1p1 ．

　（472） 柳　金 太 郎 一一 同上 一
東 京 帝大 生 の 肺活 量 竝 に 體長 及醴表 に 關 す る

肺 活 量係 數 に 就 て 一 一
同 上 PP．231−329．

　（473） 本 郷 玄 一・一 同上 一 ・Uyme ’
nolepis 　dionittiutaの 發育 圈 に 就 き て 一

同上 pp．391−410
，
2pls．

　（474 ） 武藤 喜 一郎 一 大 正 14 年 3 月
一

汗 腺を發 見 し得 た る動物 の 種 類 に

就 て 一 日本獸 醫學會雜 誌 vol ．4
，
　No ．1

，
　pp ．1− 8

，
2pls ．

　著 者 の 汗腺研 究 に 就 て は 既 に 學 界 に 賞 讃 の 聲 が 放 た れ て あ つ た 次 第 で あ る

が 、 本 篇 に 於 て は 早 川 氏 it　W して 駁撃 を加 へ た 上 、 汗 腺 あ る 動物 と して 人、 馬 、

牛 、 羊 、 猫 、 猿 、 犬 、 山羊 、 自鼠 、 家 鼠 、 南 京鼠 、 鹿 、 野 猪 、 豚 を舉 げ 海 猥、

家 兎 及 熊 に は 認 め な か つ 7aと 叉以 上 14 種 の 動物 の 汗 腺は 大 醴組織 學 上 の 冕地

か ら して （甲）多 汗 動 物 の 有 す る 所 の 絲 球 状型 と（乙）少 汗 動 物 の 有 す る所 の 嚢状

型 と の 2 型 に 分 け られ る と の 2結 論 を發表 さ れ て 居 る 。

　（475 ） 島村 虎 猪　高橋雷 次 郎一
大 正 14年 3 月一 一 膵臓 ホ ル モ ン 　Insulin

｝こ關 す る二 三 の 實 驗 一 同上 1）P．69−88
，
1table．

　（476）春 川 忠 吉一 一
大 正 13 年 8 月一

梨 の 實蜂 に つ きて 一 農學 會 報 No ．

261
， pp ．471−485．

　（477）春 川 忠 吉一 大 正 14 年 3 月 1 日
一

昆 蟲 の 生 態 に つ V て （2）一 一 農

學 磅究 vol ．　7
，
　PP ．121− 162．

（478）松 本 彦 七郎一 一 大 正 14 年 2 月 20 日一一 上 總國梅ケ 瀬 産化 石 ト 肋 一
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新種 一 一 地 貿學 雜 誌 vol ．32 ，
　No ．377

，
　PP ．45 −49

，
1pl ・

　次 言巳一新 千匕石 ト　ド 彳）螽巳戴

　翫 塑 ・纏 鶴 ・磁 ・緬 n ．sP ， 和 名 ワ タ セ ト ド 産 地 雨 出

　（479）小 林 貞 一・一 同上
一 土 浦 の 介 殼 f匕石 7

一 同上 PP・84−88・

　約 90 種 同 定 し、 存 否 に 就 て 武藏野 層 と 對 比 し て あ る
。

　（480） 楚 南 仁 博 一 一
大 正 ユ3 年 11 月

一 茶樹 害蟲 に 關 す る 調 査報 告（1）一一

中央 研 究所 農 業部報 告 No ．12
，
132　PP・ 著 色 圖 版 4 枚

　臺 灣 に 於 け る茶 殱 害蟲 85 種 の 分類
一 覽 を 塞 げ た 上 IC　X 日記 6 種 に 就 き 、 名

稱 、 所 屡 、 分布 、 發 育 、 各期 の 形態 、 生態 、 自然 敵 、 驅 除 注 を詳 記 して あ つ て 、．

近來 同部報 告 と し て 出 た もの の 内の 自眉 で あ る 。

ユ）ジン．テ ン ・ ギ ・ “ e ド キ 」融 ・α b蜘 η齢 W 雌 鴎 1865・

2） チ ヤ 〃 〃 ラ ガ メ 且 ・吻 翩 ・麺・・を翻 ・翩 ・ P ・… us
，
1919 ・

　3） キ ナ ツ ノ メ ク ラ ガ メ 　Ilelo？［）eltis　c・irteft・o，la・e　MAN．−N ，
19  7．

　4 ） ウ ス イ ・ 〃 メ ク ラ デ メ 伍 ゆ 翻 sp α‘‘伽 ‘sP ・PP 豊us
，
1919 ・

　（481） HARuKAwA
，
　CH ．− 1924

，
　Dee ．− Stuδies　on 　the　 Bionomics 　of 　the −

Pear　l）r 　uit　Saw 一且y ，
．fleplecctcr婆pa

・m ．i？nttcc− Ber，　Ohare　Inst．　f，　landw ．　F6rsGh．，、

Bd ．2
，
　Ht ．4，

，
　E．505−520，

1p 廴

　ナ シ ミ ノ ・ バ チ 即 ち最 近 」恥 卿   即 α PF 惚o臨 R 〔）IIIVER の 名 を得 た 所 の 葉蜂 に

就 て 多 年著者春 川農學 博 士 の 行 は れ た 生 態 研 究 の 總 括 と 見 る べ き もρで あ る 炉

其 の 要 fiA　vi別 項 同氏 の 和文（報文 ）に 就 て 見 て 頂 き た い 。

　（482 ） 小 林 晴治郎
一

大 正 14　rp　3 月 25　H − − t人體寄 生蟲 の 話 と寄 生 蟲墨 大

意
一 京城近澤 出版 部 發 行

　　本 文 59× 43PP ．
，
ユ5　pls．　定 價 ￥ 1・0  ・

本書 は 表 題 渺 の 2 部 か らseり 、

一 般 ・）俗 人 、 殊 曙 師 に 非す し て獅生に 關・

係 す る 者 及 歡 育家 に 必 要 な 知 識 と 、 醫 師 の 知 る
1
を 要す る 寄 生 蟲學 の 大體 を併せ

記 しだ名著 で あ る
。 圖 は本交 を離 れ て も わ か る樣 な説 明 付 き で あ る 。 後 篇 ば谷

津 博 士 の 分類 表 の 樣 に 書入 れ 用 の ブラ ン ク ペ ー ジ が あ る 。

　全 體 と して 麟 じの 良 い 書物 で あ り、 價 の 康 い の も大 に 讀 者 ÷L て 有 難 い 事 で

あ る
。   ほ 本 書 は 朝鮮 の 讀者 を相手 に し た もの で あ る け

．
れ 共 内地 入 及 支 那人

に 取 つ て も有 用 な 著 逋 で あ る 樣 に 思 ふ
。

　（483） 妹 尾秀實 、 北 川 政 次 郎 、 岩 本正 一一 一
大 正 i4年 3 月

一 冷凍鱒肉 中裂

頭 継 の 幼蟲 姓 活 力 赫 や 一
雌 講慚 試 驗 報告 ・。】・卑 唖 4

， PP ・1’23−

128
，
1pL 外 に 1歌〕夊ニレ ズ メ 3PP ・

　 著 欝 は 奉鋤 ・於 て 確實 に 擴 節裂頭鞍蟲の 曜澗 宿生 と し て 證 明ぜ られ た マ ス の 筋肉 中 rこ潜在 す 蹶 の

幼生 が冷凍 に 依つ て 死滅す る 時間上 の 關擁 な 定 め る た め tc實　tOtx1られ 、 華氏 零度五 乃垂 三 度 の 低瀝 に 於

　　　　　　　　　　　　　
P

　　　　囓
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て 凍結 した マ ス 肉 つ 蟲 は 多 供 滿 五 H・… tw！ぬ 間皖 致 斃 死 し て 居 る ・ と7・・k し鋤 ら＃ k
。 夫 で葛

原 冷蒙鰍 で や つ て 居 る 讖 マ 礁 蟲の 幼生 は 凡 て 死 ん で 居 る に ち が ひ な い と 云 ふ こ とに な る。

　 （484 ）村 松 　茂
一

大 正 ユ4 年 3 月 30 日一 害蟲淘育 に 關 す る 研究 竝 に 調

査
一

朝鮮總督府勸業 模範 場研究報告 No ．13
，
41　PP．4pls．（非賣品 ）

　 次 記 4 種 の 朝鮮産害蟲 の 分 類 、 分布 、 發育 、 脅 性 、 天 敵 、 防除 の 大 體 の 謫査

で あ る
。

　 1）］lilieene尻嗣認伽 LEEC；H ， ナ シ ハ マ ダ ラ メ イ ガ

　 2 ）Rh卿 vtchites 　lee，・08　R   肌 ．　チ ョ ソ キ リ ゾ ウ ム シ

　 3） Anthononzus　pomo ｝
−
tzm 　LINN．F．US ． ハ ナ ム グ リ ゾ ウ ム シ

　 4） σ，
’
syleotalpa　Qtf，・εcanct・　1’．misoT ． ケ ラ

　 （485）森 川　 勉
一

大 正 14年 4 月
一

高麗雉 と北 滿 雉 と の 分 布 に 就 て 一

鳥 vo1 ．4
，
　No ．19．

　 （486 ）松 季 頼 孝一 一 同一 一
相模灣 に 於 け る 海 燕 の 採 集

一
同 上

　 （487）黒 田 長 禮一 同一 日本 の 天 然紀 念物 と し て の 鳥類一 一 同上

　 （488 ） 風 野 鐵 吉一 同一
臺 灣 に て 初 め て 得 られ し カ ン ム リ、ク ワ ク カ ウ

ー 一 同上

　 （489） 石 澤 健 夫一 同一 一
本 邦 産鴨 類 の

一
追 加 （ヒ メ ハ ジ ロ 　Bir・cephal ・u ．g

α 1．beolα）一 同上

　 （490）蜂 須 賀 正 氏
一

同
一

キ タ ア ヲ ジ は 存 在せ す
一 一

同上

　 （491） 籾 山徳 太郎一
同一

入 戸附 近 に 於 け る鳥類 の 方 言一 一同上

　 （492 ）齋藤 源三 郎一 同一
飼 うた ヒ バ リ の 産卵 一

同上

　 （493 ）鷹 司信輔 な ど一 一
同一 一 グ ラ ン ト氏 の 訃

　（494） 蜂須 賀 正 氏一 一
大 正 14 年 8 月

一 一
ヤ マ ド リ屬 の 特徴 の 記 載一 鳥 vol ．

4
，
No ．20．

　 （495）黒 田 長 疆一 同一 一
日本 産 ウ ミ ウ に 就て

一 一 同

　 ウ ミ ウ の 學名 を ・PhCtea・croco 〜
’cL，v　earbo 　ha　n　etlα　e　Kureda

，
1925

，
　n ．　 subsp ．と 新

・に 作 られ た 、 詳 細 の 記 蔵 な どが あ る
。

　 （496 ）籾 山徳 太郎一 同一
ネ ズ ミ ガ ン 本 i邦に 逹 す る の 有 無一 同

　 （497） 鷹 司 信 輔一 同一
浦鹽 産 カ ン ム リ ツ ク s　 m

・
モ の 一 標本 に 就 て 一

同 上

　（498） 澤 原
一

ニ ー 同一 木 曾の 佛 注僑 に 就 v ・ て 第二 報一一 同

　（499）黒 田 長 禮一 同一 信濃 に て 獲iた る シ ロ ハ ラ ト ウ ゾク カ モ メ ー 同

　（500） 岸 田 久 吉一 大正 14 年 5 月 1H 及 6 月 1H 　− ij的 及 立 饐的 に 觀

た 日 本産 陸 棲動物 の 分布論（上 及 下 ）
一

東 洋 學藝 雜誌 vol 。41
，
　Nos．1 ＆ 2

，
　pp 。

57−68
，
131− 144．（Nos ．505 ＆ 506）．
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　　　最薪 の 日夲哺乳動物 の 分 麺學 に 基づ い て 其 の 分 布 論をr記 し た も死）で あ る 』本論 は 五
〜
顎 か ら 出 來 て 居

‘

　　 り、第一項 の 臺灣 と 其 の 周園 に 於 て は 甕灣 に は ピ 躍 r 伎 那 亜 地方及 印度亜 地方 の 分子 が 多 く馮 來亜地零

　　特 に 匕 助 ビ y 群 島 の 分子 が 無 い こ e4tBma して 居 る。 第二 vaの StN ．と疏球 島弧 ｛ 拠 て は enrkt；ig質 rc

　　 t つ て よ VtPt ろ 水 深 に 依 つ て 醐 祉 丁る べ 獣 と し
・ 熊毛 ・麟 大島・沖繩・錦 の 四 區 に 分ち読

　　 計 的 量 的に 産物 を 醗 置 し た 上 之 な 質的 に 諭評 し 、 蕪毛 區 を 九蠏に 附 け 、以 て 東 洋全 北雨地方 の 境 界線な

　　七 島洋 に 引 く と結論．して あ る。 第三 項壹 岐封馬 で 麟 馬 に ツ シ マ モ ク ラ 、
．
ツ シ マ t ミ ズ等 あ内地 分論 蓴

　　 在 る の に 封 し、大 陸 分 子 O ヤ マ ネ ゴ と シ
ー
〈　｝J ヤ イ タ チ が 居 る 事實奄指摘 し、質的 に 又 時 間的 に 考 察 し で

　　 朝鮮 海侠 最 近 の 聞閉 な 讒 じて 居 る 。 第 四 項 宗谷 及 津輕兩淘侠 に 於 て は 此・附近 の 陸上 に 居 る 哺 乳類 に 少 く

　　共 三 系縫あ る事實を 示 し時問 的 に 各 系統 の 盛衰 な 説 き、津經 海峡 は 必 ず し も北 の 型 の 南限 に な つ て 居 ら

　　 ぬ し又 其上 に 南 の 型 帥ち東洋地方的 内地分 子及 朝鮮 系内地爾子 の 大部分 に 對 し ，T は 先づ そ ρ北限 に な つ

　　 て 居 る 事實葎 立 證 し て 、鰍亜 及 支那 兩 亞 地方 の 境 界綜 は 津輕海峡 とす る 方が寧 ろ 宗谷海峡 と す る よ り も

　　穩當で あ る と云 つ て 居 る。 第 五 項千 島群 島で は 地 番が琉球 と相反 す る こ と な記 し、力 云
’
チ ヤ ソ カ 系 と 北1

　　 海迸系と の 葵界は薪知 、得撰 兩島間 に 存 し、嘗て 考 へ られ た樣 に 根室海峡に 存ぜ な い こ と を 明か に し て

　　 あ る 。 〔Le記 著者 は 豆 南諸島小 笠 原等 に xeて は ti料 の 豊富 に な る ts待 つ て 他 日止陣 らfig：lae公 ｝
’C す る

　　 で あ ら う〕

　　　（501） 勝 木 喜 董 一 大 正 14 年 5 月 3  H − X 線 の 蠶 に 及 ぼ す 影鑾一 一 蠶

　　業 試驗場報 告 vol ．6
，
　No ．11

，
　pp ．　475−486

，
1pl．

　　　（502） 丸 毛 信 勝 一 一 大 正 14 年 6 月 18H 一 日本 産昆 蟲 類 科 の 檢 索表一 一

　　古今 書院發 行 （定 價 2 圓 ）

　　　 本 文 ］40 頁 　圖版 17枚 〔276圖 ｝ 索引 17 頁 （歟和共｝

　　小 生 の 知 つ て 居 る範 園 で は 雜誌 の 中 に 出た も の を除 い て 昆 蟲 の 檢 索表 は 佐 々 木

　　忠 次 郎博 士 著成 美堂 （大 正 元 年 ）發 行 の 昆 蟲檢 索 法及 今井 氏 著 發 行昆 蟲儉 査便覽

　　の 二 色 し か 出版 さ れ て 居 らぬ 榛 で あ る が 何 れ も實 用 CCは 可 な り距 離 の あ る も の

　　だ つ た 樣 に 記憶 し て 居 る 。 然 る に 歐米 に は BRNES
♪
C．　J．　an 母MELANDBR

，　A ．　L

　　（1915）Key 　to　the　fa璽hilies　ofNor 七h　Alnerican　lnsec七s （著者 自刊丸善 で 10・圓位）

　　及 ScHR6DERs 　H 跚 dbuch　der　En 毛・m ・IDgieの 中 re　H ．AA
−
DLIRscH

，
　A ・（1913 −1925＞

　　氏 が 執 筆 し て 居 る Pfiの S｝
・3毛ematlsche 　Ubers丘ch 貿 記 載 も有 る ） の 如 く頗 る 便利

　　重 寶 且 つ 權威 の 有 る 公 刊 物 が 有 つ て
、 大 へ ん に 麥 考 に な つ て 居 る

。 今 、 九 毛 農

　　學博 士 の 著 書 を見 る と 恰 か も ブ ル ー ス 及 メ ラ ン ダ 兩氏 の 合著 に 似 た も の で
、 圖

　　版 の 如 き 甲蟲 は 却 つ て 彼 よ り も精 し Vb
。

ト ン ボ 蝶 蛾 の 如 き も
一

歩暹 め て あ る
。

　　其 上 分 類 は 最 新 式 の ハ ン ド y ル シ ュ 氏 に 據 つ た 駈 が 多 く、 蜂 な ど の 所 で 聊 か 舊

　　式 な 所 が あ る け れ 共 、 そ れ も實 用上 に は 大 し て 差 支無 い
。

　　　本書 容 む る 所 33 目 、
199 科 。 學 名 も和 名 も多 くは 正 當且 っ 新 しb も の に 依 つ

　　て あ る
。 由來檢索表 は 專 門家で も う ま く利 用押出來 る と は い か 融 もの で あ る が ζ

　　そ れ に は 色 々 の 理 申が 有 る け れ 共 、 其 の 木原因 は 圖 の 不 足 叉 は 不 完 至も 一 つ で

　　あ る
。

・
本書 に は 其 の 圖 が 多 ．く．、．．部 分 圖．も あ つ て

、
餘程便利 に ．串來ズ 居．る 。

且 つ

・
　 夫 等 が 相 當7a し か な 出所 の あ る もの か 著 者 が 親 し く標 品 か ら寫生 さ れ た・もり で

■
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あ る
。 ヌ科名 も假名書 き に して あ つ て 先 づ 米書 と 同等叉 は 少 し上 の 方 で あ ら う

．と 思 ふ
。

　 次 に 紹 介 に そ へ て 讀者 と し て の 希 望 を記 す と 1）各 目位 の 見本 に な る樣 な 幼

生 及蛹 の 圜 を入 れ
一
て ほ しい L ，

2）簡 盟 な 術語 解 を作 つ て 卷首 叉 は 卷 末 に 集 め て

．入 れ て ほ し い
。

之 tc も圖 が 入 れ られ れ ば 更 に 便 利 で あ ら うc
　 3） 目科 一 覽表 を

も つ け て ほ し い
。

　 著者 の 前 著 、 實用昆 蟲學要義 と共 に 震災 後 に 於 け る 邦 交昆蟲 學 書 の 中 の 粹 で

あ る 。 定價 も亦安 い
。

之 を汎 く公 湖 に 推薦 し た い
。

　 （503） 板 垣 四 郎一 大 正 141年 7 月 26 日一 難の 腸寄 生 蟲 Ileterakis　pe］
’s−

∫i躍 勧 翫 生 活 史 の 研 究一 一 日本畜産學會 vol ．1
，　No ．4

，　pp ．165 −225
，
1p】．（英 丈

の レ ズ メ も あ る ）。

　 著者は邦産難 の 小 腸寄生蟲 と し て 有名 な ニ ハ ｝ リ ク y イ チ ウ な研 究 す るな 多年、其 の 生 活 史 中重要な

部 分 な 闡明 d ら れ た
。 自1ち完 威卵 子 は 腺 胃 及 筋 胃内で孵化 し、何等 中 間宿生 な 要ぜ ず し て 其儘小腸 内 に

於 て 發育 し得 る ば か りか 、 體内移行葎營 ま ぬ 事及仔 蟲は 直腸 内で生育す る外、一時 小 腸後牛部に 結 節を

作 つ て 或期問其 所 に 居 り適 當 な 時 を 窺つ て 腸 曽内に 邁出 し生 育 す る の 法 伍 取 る 事 もあ る とオ う風 な點を

つ き とめ ら2Vて 居 る o

　 （501）楚 南 仁 博一 一 大 正 14 年 8 月 1 日一 火燒 島 に 於 け る控 鹿の 飼 養 に

．
就 て 一 一臺灣農事 報 vel ・19

，
　No225

，
　PP．666−675

，
1pl，

　 ク ワ ロ ク Cenvus（Sil：a ）taivcsmts　Bi
，
　yTHI 　l86eの 火燒鳥 に 於 け る腿 史飼養法N 精叙 し其 の 販路 ま で記 さ

れ て あ る o

　（505）尾 騎 佳 正 一 大 正 14 年 8 月 22 日一 堀 澤氏 ’ ・ ル モ ス ト ー
マ 吸蟲竝

に 其 の 發 育史 に 就 き て 一 一 東京醫 事 新 誌 第 2434 號 o

　 マ イ マ イ （E臨 α♂砌 ナ メ ク ジ （．Ph’ilomyCtts）の 園 心腔 に 寄 生 す る 幼 吸蟲 を ニ ハ

ト リ に 食 は せ て 成 熟せ し め た 者 が
、
1914 年堀澤治吉氏が 日 本 病 理 學會 々 誌 No ．

−3．に 報告 して 居 られ る と同 じ種 類 で
、 種 名 が 無 い と云 ふ の で

、 次 の 新 名 を輿 へ

成 蟲 及 幼蟲 の 記 載 を し て あ る
。

　HCtrmostonzum　honriisaznt　OZAKi
，
　y．

，
　n ．　Si）．

　 （506）春 川 忠 吉
一

大 正 14 年 8 月 25 日
一 一

梨 姫 心喰蟲 tC關 す る研 究一 一

大 原 農業研 究所特 別報告 No．3
， （單行 本 ）

　　 本 交 157Pp ・ 2pls ・ 定價 二 圓

　本 書 は 春 川 農學 博士 が 多 年 調 査 せ ら れ た ナ シ ヒ メ シ ン ク ヒ ム シ （蛾 ）の 綜 合 報

告 で
、 重 要 且 つ 便 利 で あ る

。

　 目…欠　1 緒言　2 分類學上 の 位置 3 分布 　4 形 愨　5 近縁種 及 近 似種　6 經 過及 餐性　7 バ ン ドの

試 驗 　8 傳播　9 天 敵　10 防除法 　11 結論 と摘要 　12 丈献　附録研 究 第 4 報

　（507） 楚 南 仁 愽 一 一大 正 14年 9 月 1 日・一 害 蟲 と して 新 に 追 加 す る 1四 種

の 天 牛
一

臺灣 農事報 No ．226
，
　PP濃 2−52

，
1P1．
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　　ク ハ ゴ マ グ ラ カ ミ キ リ
、

ク ？ S カ ミ キ リ
、

イ チ ジ ク カ ミ キ リ
、 　ヂ ャ ゴ マ フ カ ミ

キ リ、 キ ボ シ カ ミ キ リ 、 ．ワ タ カ ミ キ リ
、

ト ゼ イ ロ ヒ メ カ ミ キ リ
・

チ ャ カ ミ キ リ ・

　タ ケ ノ ト ラ フ カ ミ キ fiの 臺灣 産翫知 の 有 害 カ ミ キ リ を舉 げた 上 、 追 加 と し て 訳

記 4 種 を認 載 し寫眞 が 出 し て あ る
。

　　1） 』  ？己畝 α ηR↓81 鰯 鍜 砺 WHrPE
，
1S58． マ ダ ラ カ ミ キ リ（松 の 害蟲 ）

　　2） A跏 o？B α 廡 慨 伽 卿 OT7i6　NEWM ムN
，
184  ． イ ヘ カ ミ キ リ（建 築材 ）

’

　　3） o翩 鱗 妙 ・祕 面 H … E ・
，
エ8！5． タ イ ワ ン ヤ マ カ ミ キ リ（柑橘 ）

　　4）．P・r・i吻 ・α m 糊 c姻 ・崩 繙 TH … s。N
，
1877・ ミ カ ン ノ コ ギ リ カ ミ キ リ（柑 橘 ）

　　（508 ） 栗 崎 眞 澄一 一 大 正 14 年 12 月一 一 s　 −v ウ ジ ャ ウ バ へ の 學 名 竝 に 生態

一 九 大 農學 部學 藝雜 誌 voL 　1， （No ．5），　PP ．　27’4−284．　・英交 の 摘要 づ き

　　か つ て 松 村 松年博士 に 俄 つ て DrOsql｝1e・i・la　ob ・scicTa 　FAL 磁 N と 査 定 さ れ て 居 つ

　た 猩 々 蠅 を其 實 Dh・os （rphd・la　mela
’
nogaLRt ・er　MEIGEN ど あ る と し

、
分布 ，

食 性 、 轟

　現 期 、

一一・般習 性 、 傳播 、 交尾 、 潼 卵 、 幼 生 、 蛹 、 羽 化 、 牲 比 、 壽命、 趨 光栓 を

　記 して あ る 。

一 般昆 蟲學者 及 遺 傳 學 者 必 讀 の 論著 で あ る
。

・　 （509＞素 木 得 一一 一大 正 14
，
15 年一 飛蝗 に 就 て 一 臺灣 農事報第 ヱ9−20

　卑 號 連 載 （？）　80PP ．

　　一 昨年 ヒ リ y ビ ン に 飛蝗 が 大 發生 を し て 問題 と な つ た の で 、之 に 隣 る 所 の 臺灣

　の 農…業 經 蕾 に 就 て は 大 に 顧 慮 を要 す る 理 由が 有 る
。 茲 に 素 木 博士 は 世 界 に 於 け

　る 飛蝗 の 概念 を 形 胱 、 習 性 、 防 除 、 利 用 の 各方 面 か ら廣 く考 察 し て
、

13 項 に 分

　 ち 記 逋 せ られ 、 世人 の 參 考 に 資 せ られ た 次 第 で あ る 。

　　（510） 小 山 　 巖一 大 正 15年 2 月
一

本 …邦産囓 齒 目 及翼 手 目齒牙 の 珊 究

　一
日 本 歯 科 口腔科學 會雜誌 増 刊me　pp ．ユー217

，
10　plates．

　　 囓 齒 目に 就 て は ハ タ ネ ズ ミ
、

ヤ チ ネ ズ ミ
、

ア カ ネ ズ ミ
、

ク マ ネ ズ ミ
、

エ ジ ブ

　 ト ネ ズ ミ、 ド ブ ネ ズ ミ
、

ア カ グ V ネ ズ ミ
、

カ ヤ ネ ズ ミ
、

オ ニ ネ ズ ミ
、

オ キ ナ ハ

　 ネ ズ ミ な ど ネ ズ ミ 耕 の も の を成 體 に 就 て 研 究 した 上 、 ド ブ ネ ズ ミ の 齒 の 鏡査結

　果 を記 し、 結論 k 入 つ て 居 る
。 結論 は 齒 の 外 形 に 依 る 芬 類 、 咬頭 の 鍵化 、 齒 に

　依 る本邦 産 ネ ズ ミ の 分 化 徑 路 竝 に 食 牲 と 齒 形 の 論 か ら出來 て 居 る。 著 者 は 殊 に

　 最後 の 項 に 最 も興 昧 を有 して 居 られ る
。

　　 翼 手 目に 就 て は ヲ ガ サ ハ ラ オ ホ カ ゥ モ ・J
、

オ キ ナ バ カ ゥ モ リ
、

ク ロ ア カ ホ ・

　 ヒ ゲ カ ウ モ リ i
コ ユ ビ ナ ブ カ ウ モ リ

、
ヤ マ カ ウ モ リ s

ア プ ラ カ ウ モ リ
、

ヨ ウ ロ

　 ツ ノ 寸 ア プ ラ カ ウ モ リ、

コ テ ン グ カ ウ モ リ 、
ホ リ カ バ カ ウ 毛 り

、
カ シ ラ グ カ カ ウ

　 モ リ、 キ ク ガ シ ラ カ ウ 毛 り 、
コ キ ク ガ シ ラ カ ウ モ リ

、
テ ラ ソ カ グ ラ カ ウ モ リ 及

　 サ シ ヲ カ ウ モ iJ

’
の 成 體 の 齒 を し ら べ

、 衣 に ア ブ ラ カ ウ モ リ に 就 て 鏡 見 を記 し v
・

　 結 論 に 於 て は カ ウ モ リ の 分化 、 齒數 に 依 る分類 、 系統 的變 化等 を読 き 、 圖表 に

　依 つ て 食 性 と 歯 形 の 論 に 氣 を吐 い て あ る
。 圖版 10 葉 、 す ぺ て 甚 し く鮮 明 、 ］
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本 丈中 の 挿 圖 も要領 を得 て
、 滲 照 に 便 利 で あ る 。

・．

　 （511）A ｝
TDERSoAT

，
　KKuD ．　　October

，
1918．一 一 Diagnoses　of 　new 　Bats　qf　the

Families　Rhinolophida コ and 　Megader 皿 atidre ．　　Ann ．　Mag ．　Nat．　Hist；
，

・Ser，

9
， VoL　2 ，　No ．10

，
　pp．374−384．

　 丑 ゐ伽 〜qp勧 呂，　H 切 ・0 螺 8rOS 及 Meg （UleTvnα 三 屬に 就 て 過精確的分 類 と検 索表な 出 し た 中 に 次 の ロ 本産

な 記 して あ る
。

1）　R 乃
’inoloplius　perditus　 n ．　sp ，　ヤ ヘ ヤ マ コ キ，ク が シ ラ カ ウ モ リ　（黒 田 博 ：ヒに お 願 し て 作つ て も らつ

　　 た 和 名）其 の 記載 は Female．　 B．　M ．　No．5
，
11

，
3

，
16．　 From 臨higaki，

　 southern 　 Liu−Kiu 。

　　 Purcbased　of　SL．th’　O “
’
sreN ．　 Teeth　markedly 　larger　；　c・m3 　6’4　mm ，；c一皿 36

・7．唯之 だ け で R ．

　　 1胤 η 1i島 よ か ら區 別 して あ る o 　R ．　 lm7nilu．s 即 ち t キ ナ ハ コ キ ク カ シ ラ カ ウ モ リ、に は Teeth 　 net

　　 larger　than 　usual ；c−ini3　5・6−5・7　mm ．；c−m3 　5・8−6・1．（Okinawa ）と あ る だ け で あ る 。

2）　R ．　Pttmilus　ANDERSH
，
1905．　オ キ ナ ハ コキ ク カ シ ラ カ ウ モ リ （岸 田 命名 ）跳學名 に 黒 田 氏 は 嘗 て

　　 （1919，本 誌 voL 　3t
，
No ．374e　p．378） カ ラ コ キ ク カ シ ラ カ ウ モ 1）の 名 な つ け られ て 居 る け れ 共 其 の

　　 者 は 今囘 R ．blytlti　seeclut ，anus 　A，M 〕ERSem
’
　n 、　subsp ．と命名ゼ られ 、明かに 分離 9 られ た 0

3）　R ・co：
’
il　ldus 　TEM 湿 INcK

，
183δ．　コ キ 〃 h“　y ラ カ ウ モ リ　Japan ．　 Larger

，
　wi しh　relatively 　 longer

　　 tibia　and 　larger　foot．　 Tibia　16・か 17・5　mm ．と書 い て あ る o

カ グ ラ カ ゥ モ リ屬 で は H ．bicol〔月・group ，
．H 　d舳 ♂8 η〜α group，

．H．　sp　eoris　group 及 ・

H ．CCtlca　ratws 　group を取 扱 うて あ る が
、

コ カ グ ラ カ ウ モ リ り峯灣 に 産 す る もの

は 何 と も書 い て な V ・
。 紹 介者 は 唯 牝

一
頭（産地 臺灣 中部地 名不 詳 ）を 有 す る だ け

で あ る が 此 の 外 に
、 近來邦 人 で 此 H ．bicoloniを見た 人 が 無 い の で 、 或は ラ ベ ル

の 誤付 け ら れ た 標 本 を あ て に して 居 る の で は あ る ま い か と 此 頃 少 々 不 安 を 威 じ

て 居 る 宏 第 で あ る か ら、 臺灣 在 住 動物學者 の 御 注 意 を喚起 した い
。

　（512）Hus ’tAcHE
，　A ．　 1920．一 一 Deux 　Curculionides　nouveaux 　du　Japon，

　　　BulL　Soc．　EntomoL 　France
，
　p．115−117．

　 吹 の 2凝 ソ ウ ム シ の 記 載

　 1． Phylleblus　galloisi．高尾山

　 2．β卿 跏 qp鮗 麺pO鷹 粥 ．東京中野 （鹿野忠雄 氏 東京》

　（513） DRAKE
，
　 C．　 Y ．一一 1923．　　Some 　 Tingitidae　 fronユ Japan．一 一 〇hio

Journ．　Sci．
，
　voL 　23

，
　Nos．1−3

，
　pp ．102 −106．

　 本邦産 バ ソ バ イ ム シ 科 9 種 在r記 載 して あ る o 此 内
一新屬 3 新種が 含 まれ て 居 る o

　 LMOn α ut
・ia　forni　osa　n ．　sp ．　カ ン カ ウ （臺灣冫

　 2．　M ．sat‘teri　n ．　sp ．　同前

　 3・ lrTenot’ingis　harni　n ・9．　et 　n ．8P ． コ セ ム ポ （同）

　 す べ て HANb−　SAUTEH 氏 の 探集 に 係 る もの で 、 模式標 品に 　DeutScbes　 Ento 【no 】ogisches 　 Museum

（Berllm−Dahlem）に 保 存 ゼ られ て あ る o （江崎悌三 氏表示 ）

　（514） FLENTIsux
，　E ．一 一 1923，　　Les　Melasidae　du　Japon．　　Ann ．　So6．

Ent・m ・L　France
，
　P．291．　avec 　pl．

　
コ メ ソ キ モ ド キ （甲蟲 ）科 の 論文で次 の 27 新種 が 記 載 し て あ る o

　 L 　I’oecitocftrUSJXaflml ’iCttS．東京 　　　　　　　　　　　・　　　　 』』．．・．
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2．〔ialloisi・iLs　fimplicollis ．東 京 ガ ロ ア ム シ

4．E ・
Ol．．物 o齠 蔵 s．札幌 ．ジ ュ ソ サ イ沼 、脚戸

6，．P ’
・
omaeblus 　jap〔mens ’is．

8．」二｝．cα禰 痂 ゆ ε． 肥後 ．

10．P ．顔 〃凝 ，東京 、笹子 峠、奈良、爾島

｝2．boxg ，tctbiug　galloisi，東京

14．1畳納 α g鰓 ごαγ掘 co詼 溶．肥後

16，刀．tnvsta ・gogus．京都 、笹子 峠 、 東京、日 光等

18，D ．　trtapginaturk 　ジ ；t ソ サ ン 沼

20、翫 型 掘 on 齢 耀 濾 ．輻 島、t勲禪 寺

2−2．丿3わ卿 ε稱 如Zio｛訟 　日 光

2i，」己 ain ’Ut．　 ジュソ サ イ 沼

26．．π．捻甜 副 ． 須走

　　録一　　　　　　　　　　　　
゜
　 265

a ．F ・脚 凋 副 ・束 芽ξ ．　 　 ．
5．1111ew’isi．　禪戸

7．ヱ）．ゐ，w ゆ8ε．札幌 、 奈Jiし

9．1）．n2Ppenensis ．東 京 、 祠 島

11，ヱ）．rctfu ．lus．東 京、札幌　　　　　・

13．頚 蹄 測 8 α扣 畆 東 京 、笹子 峠、札幌

15．DirrJtayv，s　boveo！atus．東 京 、九 州、日光、宮 ノ 下 等

17．刀 ，w ／，，o （伽 齲 8．　日光 、東京、九州等

19．Baiist・ieα elong α・ta，　日光

21．．α加 r噂型 o ｝Lεr癖 8，札幌

23．Xyla 　FJius　rufomargi
−
nat ’as ・　日光 、 東京 、 奈良

25．1伽 ・
yptichus　uici ，己u3 ・北海道 、奈良

2z，　H
．
媚 o齟 8飽 5　flarman ｛li・東京 1鹿野忠堆氏 表示 ｝

　（515））
コ

uKul7 　 KEN71cHl、一 一 Aug ．1923、一 一 Note　 on 　Experiments　 oll 　 the

副 ・・ 伽 n9 ・ ・f　the　File−fi・h 濯 鯲 ・副 魎 伽 砿ヂ・・一
一 F 。ユ・．A ・・at ・」・p・

，　Bd ・

1
，
Ileft．6，　s．345 ・−348．

　（516） MoRITA
，
　 JuN 冫

ldHI ．一 一Augus 七 1923 ・一 一 A 　cytological 　 study 　on 　the

Sperm −nutritive 　 cells 　 of 　Rafta・ n ・i9〜・07na ．cuec ｝ta　HALL − − F む1且a　allatG 頭ca

Japoniea，　Tokyo ，
　Bd ，1，　Heft．6，　s．283−312，

2pL

森 田 學士 ト ノ サ マ ザ ー ル の 精子營養細 胞の 細 胞 學的研 究 焦 和 交 は本誌 呵 ・

34
，
　PP．　374 − 391 に 羯 載 し て 居 られ る

。

　（517） NlsHI
，
　SEIHo、一 一Aug ．1923．　　 1）hylogeneti8che　Dit正brenzie士幅 g　d息r

Stammuskulatur　bei
’
Fisbhen．一 一 F 。L　Anat．　Jap．

，
　Bd ．1

，
　Heft．　6，

　s ・313−344；ユ2
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　（518）ANDREwEs
，
　H ．　E ．一 一 August

’
10

，
1923尸

一 〇n 　the しypeB　of 　Garabidae

described　by
’
　Schinidt・G−oebe ｝　in　his　Faunula　Goleopterorum　Birmaniae．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t．

Trausacti．　Entomo ｝．　Soc．　London ，
　pts．1，

2
，
　pp．1−63．

　 疑本産で 關係 あ る の は 吹 の B 種類 ゴ ミ ム シ で あ る 。

　 DerdroceU．us 　．oe
・nie “laius．　　　　　　　　　　 α‘踞齠 皹 μ侃 己冠 脳i品・

　 c． c
・nt〔vopter 〔｝．　　　　　　　　　　　　　 驫 励 詑1鵬 墾毋 〔1・”iPurureatas．

　 Lebia　cαlycophorg．　　　　　　　　　　　　　 Fentage ｝vi　a 　trtubcollds ・

　 eccptodeva　interrupta　　　　　　　　　　　　 Ev，stra 　p；aginta ・

抄 録

’
ノ

弓
く の 　起 原 論

　　E “
・
llx
−
G

，

・H ．　E ．− July，
192L − Notes　on もhe もaxonomy

，
　and 　natural 　relationships 　of　fieas，　with

　descripti・ns ・f　f・u ・ ne “
・　speeies − Paraeibv］・gy，　v・1・16， くN 。・3），

　PP ・　34ト354
，
　1　pl・＆　

’1　texttigL

　　次 の 抄録 は ユ ーイ ン ダ 段 の 前記論丈 の 第 三 編 、Rece ロ七 and 　 old
．
　hypobbeses　as　tO　 the　origin 　of

　 fleasか ら摘 要L 韋 もの で あ サ ま す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 b

　ノ ミ 類 の 由來 に 就 て は 色 々 の 説が 有 ijま す が
、 近 頃 ハ ネ カ ク シ （甲蟲）類 か ら

起 つ た と云 ふ 説 ま で も提 唱 さ れ る 有機 で あ b ま す 。 先づ 此 を 衣 に 列畢 しま す 。
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